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Ⅰ 法人の事業経営 

 

 

 

ミッションステートメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは、キリスト教精神によって、利用者、

家族、地域の方々と共に、希望、喜び、人間とし

ての誇りを分かち合って生きるコミュニティの

実現を目指します。  

私たちは、利用者一人ひとりが人間としての

尊厳を保ち、喜びをもって生きることが出来る

コミュニティの実現のために、祈り、力を尽くす

ことが、私たちのミッション（使命）であると信

じ、この道を歩みます。  

この私たちの歩みに賛同される方々が、一人

でも多くこのミッションに参加されることを切

に望みます。  

主よ、私たちに愛の心を増し加え、歩むべき道

筋を示してください。 
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(1) 事業経営の理念・現状と課題 

 理事長 德野 昌博 

① 事業経営の理念 

 2023 年 12 月 13 日に創立百周年の記念日を迎えた東京老人ホームは、未知の第二

世紀を歩んでいます。過去百年の歩みがそうであったように、時が良くても、悪くて

も、原点回帰、出自の確認は忘れてならないことと考えています。当法人の原点は、

関東大震災の被災者の支援活動で、創立者たちは、大震災で被災した人々に、その中

でも、「最も弱い方々に支援の手を差し出した、そこにあります。 

「最も弱い方々」。それは、身寄りのない高齢者と、親を失った子どもたちでした。

「東京老人ホーム」は高齢者を、姉妹施設の「ベタニヤホーム」は子どもとそのお母

さんたちをと、それぞれ役割を分担して、その支援に乗り出しました。それが私たち

の「初めの一歩」でした。この支援の活動はやがて組織を伴う事業に拡大し、今日に

至っています。 

創設者たちは、「はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一

人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである」（『マタイによる福音書』25 章

40 節）とのイエス・キリストの言葉を聞き、その言葉に背中を押されるようにして、

自らも被災者でありながら、この事業に着手しました。それ以来、東京老人ホームは、

このイエス・キリストの言葉と、そこに込められた愛の心を大切にし、活動してきま

した。イエス・キリストに愛されたから、私たちも隣人を愛します。 

これからも、私たちはご利用者一人ひとりが人間としての尊厳を保ち、喜びをもっ

て生きることが出来るコミュニティを実現のために、祈り、力を尽くして、この道を

歩んでいきます。  

イエス・キリストの教えの通りに社会福祉を実践する、この理念を共有し、共に働

く仲間を、私たちは求めています。 

② 事業経営の現状 

1. 2023 年にようやくコロナウイルスが第 5 類に移行し、手かせ足かせをはずせる状況

になり、かつての日常、普通の生活に戻りつつありますが、まだまだ油断できません。

現場の緊張は続いています。 

2. コロナ禍で休止を余儀なくされた活動がありましたが、感染対策に配慮しながら、再

開できるようになりました。地域交流に関しては、「ぽぽたんカフェ」や「いきいき

さんデー」のほか、近隣小学校への出張授業や避難所開設訓練、主に中学生を中心と

した職場体験の受け入れ等を実施しました。今後もさらなる地域への活動を進めてい

きます。 

3. ホーム内のご利用者さまの礼拝についても地域のルーテル教会の牧師先生の協力を

得て、継続することができました。私たちのホームは、礼拝するホームです。協力し

てくださった牧師先生や、送り出してくださった教会に心から感謝します。今後も、

どうぞよろしくお願いいたします。 
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③ 事業経営の課題 

1. 物価高騰、建物の老朽化への対応 

対策が待った無しの状況。 間断なき対応と具体化が必要。 

2. 生活への安全維持と支出の増大への対応 

私たちは、「利用者の方々が安心して、心豊かに毎日を過ごすことができる環境とサ 

ービスの提供」を使命としています。これを実現するため利用者さまに寄り添って歩

み、聞き、考え、叶えるよう努力します。 

皆さまの変わらぬご理解とご支援に、深く感謝いたします。 

 

(2) 法人の経営報告 

・ 2025年度の収支については、感染症予防対策の費用、物価高騰による光熱費等の支出

増、介護保険事業の減収などの影響がありましたが、東京都からの補助金、また、各

事業所の運営努力や経費の節減、修繕や活動計画の未実施による支出減などと併せ、

目標は達成されました。一方で入院による実績減などは今後の施設運営面での課題と

なります。 

・ 地域交流も対面が復活してきましたが、一方、長期にわたる活動自粛による利用者の

心身レベルの低下は、入院による実績減など今後の施設運営には課題となります。 

・ 経営の数値については、およそ 4,351千円の収支プラスとなりました。 

 

(3) 法人の経営事業 

① 第一種社会福祉事業（施設事業） 

 ア. 特別養護老人ホーム「めぐみ園」    （定員 80名） 

イ. 養護老人ホーム「東京老人ホーム」    （定員 50名） 

ウ. 軽費老人ホーム「東京老人ホーム泉寮」 （定員 100名） 

  

② 第二種社会福祉事業（在宅事業） 

 ア. 老人短期入所事業「めぐみ園」（ショートステイ）（定員 10名） 

イ. 老人居宅介護等事業「めぐみ園ホームヘルプサービス」 

  

③ その他事業（在宅事業） 

 ア. 居宅介護支援事業「めぐみ園指定居宅介護支援事業所」 

イ. 地域包括支援センター「富士町地域包括支援センター」（西東京市から受託） 

ウ. 高齢者配食サービス事業「西東京市高齢者見守り配食サービス」 

（西東京市から受託） 
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(3) 法人の経営事業 

① 第一種社会福祉事業（施設事業） 

 ア. 特別養護老人ホーム「めぐみ園」    （定員 80名） 

イ. 養護老人ホーム「東京老人ホーム」    （定員 50名） 

ウ. 軽費老人ホーム「東京老人ホーム泉寮」 （定員 100名） 

  

② 第二種社会福祉事業（在宅事業） 

 ア. 老人短期入所事業「めぐみ園」（ショートステイ）（定員 10名） 

イ. 老人居宅介護等事業「めぐみ園ホームヘルプサービス」 

  

③ その他事業（在宅事業） 

 ア. 居宅介護支援事業「めぐみ園指定居宅介護支援事業所」 

イ. 地域包括支援センター「富士町地域包括支援センター」（西東京市から受託） 

ウ. 高齢者配食サービス事業「西東京市高齢者見守り配食サービス」（西東京市から

受託） 

 

(4) 法人の組織（2026年 3月 31日現在） 

① 役 員 

 理事 6名 理事長：德野昌博  常務理事：髙橋睦 

髙山由美子 関根麻美 井上秀克 筑田千歳（新任） 

 監事 2名 米田節子 関根裕恵（新任） 

   

② 評議員  

 評議員 7名 榎純子 宇野正徳 立石節子 森山亮二  

古財武久 篠原京子（新任） 尾木一江（新任） 

 

(5) 役員会、評議員会の開催報告 

① 理事会 

 番

号 
開催日時 

出席者 
議      事 

 理事 監事 

 1 
2025年 

5月 27日 
6名 1名 

(1)2024年度 事業報告について 

(2)2024年度 収支決算について 

(3)社会福祉充実計画について 

(4)就業規則の一部改正について 

(5)理事及び監事候補者の選任について 

(6)評議員選任・解任委員の選任について 

(7)評議員候補者の選任について 
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(8)評議員会の開催とその議題について 

 2 
2025年 

6月 16日 
6名 2名 

(1)理事長の選任について 

(2)常務理事の選任について 

 

3 
2025年 

11月 29日 
6名 1名 

(1)2025年度 一般会計収支予算（補正第 1号）

について 

(2)ゼロエミッション助成金について（給湯設

備） 

(3)給湯設備更新工事に係る入札の実施につい

て 

(4)2026 年度 富士町地域包括支援センター 事

業計画について 

(5)管理者の人事について 

(6)理事の退任及び理事候補者の選任について 

(7)評議員会の開催とその議題について 

 4 
2026年 

1月 30日 
5名 2名 

(1)給湯設備更新工事に係る落札業者との契約

締結について 

(2)理事の退任及び理事候補者の選任について 

(3)評議員会の開催とその議題について 

 5 
2026年 

2月 16日 
6名 2名 (1)理事長の選任について 

 

6 
2026年 

3月 23日 
5名 1名 

(1)2025年度 一般会計収支予算（補正第 2号）

について 

(2)2026年度 事業計画について 

(3)2026年度 一般会計収支予算について 

(4)管理職手当の一部変更について 

(5)診療所所長の変更について 

(6)役員賠償責任保険の加入更新について 

  

② 監査 

 番

号 
開催日時 

出席者 
事      項 

 （監事） 

 1 
2025年 

5月 14日 
1名 

(1)法人の財産の状況 

(2)業務執行状況 

 

2 
2025年 

5月 14日 
1名 

(1)業務執行状況 

(2)施設の運営状況 

(3)施設のサービス状況 
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③ 評議員会 

 番

号 
開催日時 

出席者 
議      事 

 評議員 その他 

 1 
2025年 

6月 16日 
7名 

理事 

2名 

監事 

2名 

(1)議事録署名人の選任について 

(2)2024年度 事業報告について 

(3)2024年度 収支決算について 

(4)社会福祉充実計画について 

(5)理事及び監事の選任について 

 2 
2026年 

2月 16日 
7名 

理事 

1名 

監事 

2名 

(1)議事録署名人の選任について 

(2)理事の退任及び理事の選任について 

 

 

(6) 資産及び会計 

①  経営事業の資産総額 〔2026年 3月 31日現在〕 

 資産総額： 1,238,517,389円  

  これを 6月の評議員会の決議を経て登記する。 

   

②  会計決算収支の総計 〔2025年 4月 1日～2026年 3月 31日〕 

 事業活動： 

 

施設整備等： 

 

その他の活動： 

 

総  計： 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

967,691,971円 

926,230,437円 

8,799,000円 

45,651,560円 

16,173,960円 

20,782,934円 

992,664,931円 

992,664,931円 

 

収支差額 

 

収支差額 

 

収支差額 

 

収支差額 

 

41,461,534円 

 

△36,852,560円 

 

△4,608,974円 

 

0円 

③  法人監事による監査の実施 ： 2026年 5月 14日（木） 
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(7) 会議・委員会の開催 

① 会議 

 経営会議 

統括長会議 

管理者会議 

在宅部門会議 

食材会議 

毎月 第 1.3月曜日 

毎月 第 1.3月曜日 

毎月 最終月曜日 

奇数月 最終月曜日 

毎月 第 3月曜日 

 

  

 ② 定例委員会 

 安全衛生委員会 

防災委員会 

広報委員会 

ボランティア委員会 

感染症対策委員会 

第三者委員会（苦情・事故） 

毎月 第 4火曜日 

毎月 最終木曜日 

毎月 第 2火曜日 

4.7.10.1.3月 第 4月曜日 

5.8.10.12.2月 第 3金曜日 

6.12月 第 1火曜日 

 

    

③ その他   

 建替検討プロジェクト 

ひまわりの会実行委員会 

片付け支援事業 

ＳＮＳプロジェクト 

いきいきさんデー実行委員会 

ぽぽたんカフェ実行委員会 

合同行事委員会 

ICTプロジェクト 

毎月 第 3木曜日 

毎月 第 2金曜日 

4.7.10.1月 第 3火曜日 

4.7.10.2月 第 1火曜日 

原則 第 1.3金曜日 

原則 第 1木曜日 

随時 

随時 

 

 

※上記、定例の会議および委員会についてはオンライン等を活用し適宜行いました。 
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Ⅱ 施設サービス 

 

(1) 共通事項 

  

① 情報開示  

  法人発行の季刊誌「いきいきまーち」やホームページ、介護サービスの公表制度（イ

ンターネット）、東京都が推進する「働きやすい福祉の職場宣言」、第三者評価機関に

よる評価結果報告などにより関係する情報を公開しました。また、利用者やご家族に

対しては、各施設からの広報誌を通じて様々な法人や施設の情報をお伝えしました。 

  

② 苦情解決  

 苦情・事故に関する報告を、年 2回第三者委員へ行い、対策や対応に関する助言を

いただき、再発の防止に役立てました。 

日常における生活の様子やケアに関する情報を、ご家族等と共有するとともに、利

用者懇談会や、意見箱などで意見をお聞きし、把握した課題を共有し、これらの情報

を踏まえたより良いサービスの提供を行いました。 

  

 

 

③ 職員研修  

 内部における研修の実施により職員個々の資質向上と組織力の向上に取り組みま

した。協力医療機関と連携して感染症に係る研修や訓練を実施いたしました。 

  

④ 虐待防止の取り組みと身体拘束等の適正化  

 各施設の虐待防止・身体拘束に関する指針に基づき、委員会の開催、職員研修等を

実施し、利用者の尊厳が守られるよう組織として取り組みました。 

 
 

⑤ 施設の共通課題への取り組み 

 感染症対策や各種行政手続きなど施設間で共通する課題に対し、部門で協議し対応し

ました。 
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1．特別養護老人ホーム「めぐみ園」（ショートステイを含む） 

(1) 運営報告 

 利用者お一人おひとりが、その方らしい生活を送る事を大切に支援しました。 

とりわけ、めぐみ園が利用者にとっての終の棲家であるという視点に重点を置き、

日常のケアの質の向上、個別ケアに取り組みました。 

 

(2) 課題と対応 

① 終の棲家としてのケアの実施 

 最期までその方らしい生活を送れるよう利用者及びご家族の思いを尊重した支援

をしました。またご家族のグリーフケアの観点から退所後に「偲ぶ会」を実施しまし

た。 

  

② 日常支援の質の向上 

  施設として面会制限の緩和を行い、郷土料理・楽しみおやつ等を通して、個別ケア

のみならず利用者が充実して過ごせるよう支援しました。 

  

③ 自立支援・重度化防止に向けた多職種連携 

 協力医療機関の MSW と生活相談員が月に 1回、利用者の情報共有する機会を設け、

円滑な入退院に繋げています。利用者個々に合わせ、また状態の変化を踏まえ、多職

種がカンファレンスを行い、統一した支援を実施しています。 

  

④ リスクマネジメントの取り組み 

 利用者が安心して生活が送れるように、職員が負担なく業務が行えるように 1階の

特殊浴槽の買い替えを行いました。その他、感染症に関してはマニュアルを更新しな

がら感染拡大防止に繋がるよう行いました。 

  

⑤ 生産性向上の取り組み 

 

 

生産性向上委員会を通し、課題抽出しました。環境面では特養全館にて WIFI を取

り入れました。業務改善として 1階利用者も昨年度 2階に続き、食事入力をタブレッ

トの使用を開始し、効率的に業務行いました。2025年度に介護助手の配置を行い、よ

り介護職員が専門性を発揮できるようにしました。 

  

⑥ 人材育成 

 個々の職員に合ったＯＪＴの実施のための部署内研修を行い職員の能力向上に取

り組みました。その他、課題に応じた外部研修に参加しました。また他法人の同職種

との交流会を設けました。 
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(3) 苦情・事故報告 

① 苦情の再発防止に対する取り組み 

 利用者やご家族からの苦情等について都度対応し、再発防止に取り組みました。 

区分 

件数 
利用者間 サービス提供 設備 その他 合計 

苦情件数 0 件 10 件 0 件 0 件 10 件 

 

② 事故の再発防止に対する取り組み 

 薬に関する事故が昨年度より増え、原因の多くはヒューマンエラーによるものでし

た。そのため年 2回の研修では、ショートステイの薬チェック方法、定例薬の配薬方

法について実践的な研修を行い、事故防止に繋げました。 

区分 

件数 
転倒・転落 服薬等 

その他身体に 

係る事故 
その他 合計 

事故件数 164 件 53 件 242 件 47 件 506 件 

 

(4) 年間行事報告 

 年 月 内容 

2025 毎月 変わり湯・お誕生会・おやつイベント、お楽しみおやつ 

 4 月・5 月他 園芸（5 月～11 月）お買い物イベント『MEGU HOUSE』（6月） 

 7 月・8 月 七夕飾りつけ(7 月)、わんわん村（8 月） 

 9 月 敬老お食事会 

 10 月・11 月 お買い物イベント『MEGU HOUSE』（11 月） 

 12 月 クリスマスランチ 

 

(5) ショートステイサービス 

 高齢者が住み慣れた地域での生活を継続できるようサービスを提供し、急遽ショー

トステイを利用したいというニーズにも、可能な限り対応しました。 

緊急ショートステイ事業においては、利用者やその家族関係者の状況を把握し、行

政等と連携を取りながら、利用者の生活再建の一助となるよう努めました。 

  

(6) 実習生 

 社会福祉士実習の受け入れを行いました。また、大学の授業の一環として学生に来て

もらい施設にて生活相談員が講師を務めました。 
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2．養護老人ホーム「東京老人ホーム」 

(1) 運営報告 

 利用者それぞれが、多様な生活課題を抱えながらホームでの生活を送っています。

利用者一人・ひとりが『ここに来てよかった』と実感していただけるように尊厳の保

持とチームケアの実践に努めて参りました。 

 

(2) 課題と対応 

①  個別の生活課題に寄り添った支援   

 認知機能の低下が見られる利用者について、自立支援を念頭に置いた支援を実施し

ました。また、状態に応じて医療につなげ症状の改善を図れるよう支援を致しました。 

 行間（入力しない） 

②  セーフティネットとしての役割の遂行 

 昨年から開始した短期入所の受け入れについて 5件の利用がありました。多重債務

を抱えるケースが増えてきており、法テラスへの相談に同行するなど、求められる支

援も常に変化してきております。変化に柔軟に対応できるよう今後も組織して取り組

んで参ります。 

 行間（入力しない） 

③  生きがいへの支援 

 コロナ禍で中止していた、共用部への新聞の設置、レンジやオーブンの設置など利用

者が快適に生活できるよう日々アップデートをして参りました。フレイル予防の観点

から体操の機会を週 2回に増やしました。新たな介護予防活動・生きがい支援活動の

創設に向けた検討を行いました。 

 行間（入力しない） 

④  リスクマネジメントへの対応 

 感染症について初動対応の訓練を実施しました。ケアハラスメントについてはハラス

メントに対する事業所の姿勢を示したポスターを作成し掲示致しました。 

  

(3) 苦情・事故報告 

①  苦情の再発防止に対する取り組み 

 日常の中から利用者の声を拾っていけるよう意見を言いやすい関係づくりに努め、

苦情に発展する前に対応することができました。 

 

区分 

件数 
利用者間 サービス提供 設備 その他 合計 

苦情件数 0 件 1 件 0 件 0 件 1 件 
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(4) 年間行事報告 

年 月 内容 

2025 4 春のお食事会 利用者懇談会 

 5 しょうぶ湯・東伏見えにしだ保育園交流会 

 6 衣類購入ツアー・ティールーム 

 7 七夕飾り・大掃除・給食懇談会 

 8 利用者懇談会・ティールーム 

 9 敬老祝賀式 

 10 ティールーム 

 11 大掃除・実りの秋のお食事会・衣類購入ツアー・東伏見えにしだ保育園交流会 

 12 ゆず湯・クリスマスランチ 

2026 1 新年会（外食会） 

 2 ティールーム 

 3 お花見・利用者懇談会 

 

(5) 地域交流 

 保育園や近隣の教育機関との交流については中庭を活用して対面で実施し直接触

れ合うなかで世代間交流を図ることができました。 

 

(6) その他 

 介護ベッド、テレビ台、冷蔵庫など居室備品については収支バランスを鑑みながら

入れ替えを実施いたしました。 

 

 

 

 

② 事故の再発防止に対する取り組み 

 自己管理にて服薬されている方の落薬・飲み間違いを防ぐため看護師による服薬指

導や職員による服薬前後の確認などを実施する事で事故件数が減少致しました。重大

事故については改めて事故を振り返る機会を持つことで風化させないように努めま

した。 

  

区分 

件数 
転倒・転落 服薬等 

その他身体に 

係る事故 
その他 合計 

事故件数 21 件 6 件 2 件 1 件 30 件 
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3．軽費老人ホーム「東京老人ホーム泉寮」  

(1) 運営報告 

 今年度も法人の理念に基づいた「お一人おひとりが地域の一員としてその方らしく

暮らせるように」という願いを実践した一年となりました。 

地域資源を積極的に紹介し、土地勘の無い方でも安心して暮らせるように支援しま

した。利用者個々の活動が広がり、自由な外出が出来る半面、外出時の転倒事故が増

えております。繰り返しの事故や重大事故に繋がらないよう都度対策を行いました。

引き続き皆様の希望や意欲に耳を傾け、支えられるよう支援を行って参ります。 

 

(2) 課題と対応 

① 感染予防に向けた取り組み 

 今年度は数名の感染症の罹患が発生しましたが、感染拡大すること無く収束しまし

た。利用者の感染症に対する意識や協力、職員の適切な対応、部署間連携、泉寮の共

用部各所に設置したサーキュレーターによる換気等が功を奏していると思われます。 

  

② 新しいチームワークの形成（業務分担と役割の明確化） 

 居室担当の役割や担うべき領域が明確化し、各職種のやるべきことが整理されまし

た。職員の業務量の均等化等を図るべく役割分担の再編を行いました。またワーカー

室を始め、各所の整理整頓を行い生産性の向上に繋げました。大きな課題となってい

た記録業務や予定の共有は、グループウェアを活用し、職員の負担軽減を図りました。 

  

③ 地域の一員としての生活支援 

 利用者がより地域との繋がりを持って暮らせるよう、月に一度地域の情報を収集し

ファイリング・掲示をしました。また利用者の外出頻度を把握し、外出機会の少ない

利用者に話を伺いました。礼拝などの取組を経て外出以外の方法でも地域とのつなが

りが確保出来る事が分かりました。地域情報紹介の会も昨年度に続き実施しました。 

  

④ 利用者と職員の安全への取り組み 

 事故の発生から原因の追究、再発防止対策から事後評価までの流れを再構築しまし

た。居室担当が担当利用者の事故についてより関わりを持つ流れを構築しました。ま

た自立施設の特性を踏まえ、薬関係の事故について、一部マニュアルを見直しました。 

  

⑤ 人生の終末や救急時などに対する備え 

 利用者懇談会にて ACP（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）について動画を見て学ぶ機会を設

けました。2年間に渡り理解を深め、ご自身の意思表示や希望などをどのように伝え

るかなど、より具体的な形を考えるきっかけとなりました。 
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(3) 苦情・事故報告   

  

①  苦情の再発防止に対する取り組み 

 隣人の騒音、外部事業所との連絡ミスによる連携不足などが苦情となりました。 

 区分 

件数 
利用者間 

サービス提

供 
設備 その他 合計 

苦情件数 4 件 3 件 0 件 1 件 8 件 

②  事故の再発防止に対する取り組み 

 

 

 転倒・転落事故は、大幅に増加しました。自ら外出し、地域社会とのつながりを

大事にしている泉寮としてはやむを得ない所ですが、重大事故にならない様注意喚

起を継続的に実施しました。 

区分 

件数 
転倒・転落 服薬等 

その他身体に 

係る事故 
その他 合計 

事故件数 61 件 6 件 0 件 11 件 78 件 

 

(4) 年間行事報告    

年 月 内容 

2025 4 イースター礼拝・コンサート、お花見の会 

 5 地域情報紹介の会 2025、ぽぽたんカフェ 

 6 七夕飾り、小学生ダンス披露、映画鑑賞会 

 7 泉寮カフェ 

 8 作品展準備（合同作品作成）、映画観賞会、納涼祭 

 9 作品展出展、敬老祝賀メッセージ、敬老祝賀式、健康勉強会 

 10 いきいきさんデー、介護予防講演会、利用者懇談会 

 11 ひがしふしみ保育園交流会、クリスマス飾りつけ 

 12 創立記念礼拝、クリスマス礼拝・ランチ、キャロリング 

2025 1 ぜんざいを楽しむ会、 

 2 保育園卒園プレゼント作り、映画鑑賞会 

 3 追悼礼拝、事業計画説明会、スクリーン演奏会 

   

(5) 法人内養護老人ホームとの連携 

 養護・軽費で協力し、保育園交流事業では、直接交流できる機会をつくりました。 

  

(6) 介護予防への取り組み 

 週６回午前中に実施しているラジオ体操のほか、脳トレや介護予防講演会を実施

し、介護予防に取り組む環境を作りました。また地域資源の活用促進もその一環です。 
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Ⅲ 在宅サービス 

 

(1) 共通事項 

  

①  職員研修 

  各部署年間計画に則り、専門知識及びや技術の習得、コンプライアンスに関する研

修を図り資質の向上に努めました。 

  

②  ケアチームの連携強化 

 利用者の望む生活に向け、医療・介護の細やかな連携を図り支援を行いました。ま

た、感染症などの情報についても関係機関と連携を図り、迅速な対応に繋げることが

できました。 

  

③  苦情解決 

  苦情や日々のサービスに関する要望などに対して、人権擁護と利用者本位のサービ

ス提供を鑑み、迅速かつ早期解決に努めました。 

  

④  虐待防止の取り組み 

  高齢者の尊厳保持、人格尊重が達成されるよう高齢者虐待防止検討委員会にて虐待

防止に係る研修を立案、実施し虐待の未然防止に取り組みました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 
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1．老人居宅介護等事業「めぐみ園ホームヘルプサービス」 

(1) 運営報告 

 利用者・ご家族の心身の状況を踏まえ、その方らしい生活が実現できるよう可能

な限り利用者本人の自立と生活機能の維持の視点でサービス提供を行うとともに、

介護支援専門員やその他の関係機関との連携を図り、住み慣れた在宅の生活維持に

向けて支援を行ってきました。 

 

(2) 課題と対応 

①  ヘルパーのスキルアップ 

 ヘルパーミーティング（定期研修）及び個別研修について年間計画通り実施し、ヘル

パーへのスキルアップに努めました。   

 行間（入力しない） 

②  ヘルパー人材の確保 

 ヘルパーの高齢化及び人材不足に対応するため、行政等が主催する就職相談会に参

加し人材確保の取り組みを行いました。次年度も引き続き継続していきます。 

 行間（入力しない） 

③  法人内の連携強化 

 法人内施設利用者に対し関係部署間で細やかな連携を図り、迅速なサービス提供を

行うことができました。施設利用者の急な病院受診等の付き添い支援についても可能

な限り対応を行いました。 

 行間（入力しない） 

④  リスクマネジメントの強化 

 利用者への介護事故低減対策を図るとともに危険予知トレーニングを実施し危険

予知能力の維持・向上に努めました。また、自転車事故など労働災害へのリスクマネ

ジメントの取り組みも行いました。  
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(3) 苦情・事故報告 

 

区分 

件数 
利用者間 サービス提供 設備 その他 合計 

苦情件数 0 0 0 0 0 

   

① 事故の再発防止に対する取り組み 

  全職員が参加するミーティングにて、事故の検証を行うとともに事故予防に対する

研修を実施しました。 

 

区分 

件数 
転倒・転落 服薬等 

その他身体に 

係る事故 
その他 合計 

事故件数 1 0 0 1 2 

 

(4) 年間報告 

 

年 月 内容 

2025 7 西東京市訪問介護分科会 テーマ：ACP（アドバンス・ケア・プランニング） 

2026 2 西東京市訪問介護分科会 テーマ：介護技術研修 

 ※ヘルパーミーティング及びサービス提供責任者会議については毎月実施 

※個別研修については、年間計画に則り実施 
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2．居宅介護支援事業「めぐみ園指定居宅介護支援事業所」 

(1) 運営報告 

 利用者の意志及び生き方を尊重し、常に利用者の立場に立って可能な限り自立した

生活と残存能力（介護予防）をいかせることを念頭に支援いたしました。 

また。多様な福祉サービスや保健医療サービスから利用者の選択に基づきサービス

の提供ができるように支援いたしました。 

 

(2) 課題と対応 

① 利用者の自立支援、自己実現 

 利用者、ご家族の望む生活と生活課題を一緒に考え、残された能力（強み）をいか

していく視点で支援を行いました。 

 行間（入力しない） 

② 介護支援専門員の資質・専門性の向上 

 自立支援の観点から幅の広いニーズを導き、その人らしい『真のニーズ』をケアプ

ランに反映できるよう、アセスメントだけでなく、ケアマネジメントプロセスの基本

についても振り返りを行いました。次年度も資質向上に努めていきます。 

 行間（入力しない） 

③ 地域の行政・医療・介護・社会福祉関係機関との連携強化 

 医療連携では、利用者の入退院や受診の際、情報を速やかに提供することに努めま

した。又、虐待ケース、家族支援が必要なケースについては、地域包括支援センター、

行政、並びに関係機関との連携強化に努めました。 

 行間（入力しない） 

④ 法人内施設との連携強化 

 法人施設や事業所と連携し、同一法人内である強みを生かして、支援困難な場面で

も協力体制を組み、利用者・ご家族にとってより良い支援を考えていけるように努め

ました。今後も一層の連携強化ができるようにしていきます。 

 行間（入力 

⑤ リスクマネジメントの徹底 

 利用者が安心して在宅生活が送れるよう、今年度も感染症予防や、職員の安全衛生

のリスクマネジメントを行ってきました。またケアマネジメント業務においては、在

宅サービスにおける関係法令の周知徹底を図りました。 

 行間（入力しない） 
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(3) 苦情・事故報告 

  

 区分 

件数 
利用者間 サービス提供 設備 その他 合計 

苦情件数 0 0 0 0 0 

 

区分 

件数 
転倒・転落 服薬等 

その他身体に 

係る事故 
その他 合計 

事故件数 0 0 0 0 0 

 

(4) 年間報告（年間回数） 

＊西東京市南部圏域事例検討会（6 回） 

＊西東京市居宅分科会（2 回）  

＊西東京市認定調査員研修（1 回） 

＊他居宅介護支援事業所との合同事例検討会（1 回） 

＊週 1 回の定例会議 

＊その他、研修や訓練等は研修計画に従って実施 
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3.富士町地域包括支援センター（西東京市から受託） 

(1) 運営報告 

 富士町地域包括支援センターは高齢者が住み慣れた地域で安心して尊厳あるその

人らしい生活を継続できるよう、心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援

助を行い、保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援致します。2025 年度にお

いても、西東京市との委託契約に基づき、業務を実施しました。 

 

(2) 事業内容 

① 総合相談支援業務 

 地域の高齢者に関するさまざまな相談を受け、実態把握の上、適切な制度・サービ

スにつなぎ、継続支援を行いました。年間の月間相談実人数は 4258 件、相談件数は

11701件となっています。相談内容は介護保険サービス、医療、地域参加、状況確認、

高齢者虐待、認知症、高齢者福祉サービス、経済的問題の順に多くなっています。特

に、状況確認、地域参加、経済的問題に関する相談が増えており、迅速な対応を行い

ました。 

 行間（入力しない） 

② 権利擁護業務 

 支援者や民生委員等から多数の相談がありました。年間 23 件の虐待ケースに対応

しています。うち、2025年度の新規ケースは 11件、終結ケースは 15件になります。 

行政と連携し、迅速な対応に努めています。 

 行間（入力しない） 

③ 包括的継続的ケアマネジメント業務 

 ケアマネジャーの実践力向上に向け、後方支援、圏域別事例検討会、交流会を行い

ました。延べ 50件のケアマネジャー支援を行いました。 

 行間（入力しない） 

④ 介護予防ケアマネジメント業務 

 要支援 1・2、事業対象者の認定を受けた利用者を対象とするケアプラン作成・給付

管理を行いました。2025年度のケアプラン数は 2027件となっています。包括の直接

担当の件数も増加しています。 

短期集中予防サービス通所型サービス Cは 9件のプラン作成をしています。 

⑤ 行間（入力しない） 

⑤ 地域ケア会議 

 地域ケア会議Ⅰを 3回（課題解決型 2回、自立支援型に事例提出 1回）実施しまし

た。 

専門職等による地域ケア会議Ⅱを 1 回開催、「若年性認知症の早期発見・早期治療

にむけて～本人と家族を支えるために～」をテーマに取り組みを検討しました。 
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 行間（入力しない） 

⑥ 認知症総合支援事業 

 チームオレンジきららを月 1回開催。ボランティアが認知症のある方と交流を図り

ながら、ニーズに合った具体的な活動につなげています。演奏や散歩、地域との交流

等を行いました。同時に家族会も実施しております。認知症サポーター養成講座を 3

回（計 148名）実施、認知症カフェは 3団体の継続支援をしました。 

 行間（入力しない） 

⑦ 関係事業との連携 

 高齢者の支援を通し、引きこもり・未就労などの家族、8050 問題を把握した場合

は、多機関協働事業につなげ課題解決を図っています。2件を事業につなぎました。 

 行間（入力しない） 

⑧ 一般介護予防事業 

 人生会議の啓発を 8回（計 405人）や、いきいき百歳体操の普及啓発に向け立ち上

げ支援を 1団体、継続支援を 1団体に行いました。 

  

(3) 苦情・事故報告 

① 苦情の再発防止に対する取り組み 

  接遇の基本について定期的に共有しています。 

 

区分 

件数 
利用者間 サービス提供 設備 その他 合計 

苦情件数 0    0 0 0 0 

 

② 事故の再発防止に対する取り組み 

  暫定サービス利用時のチェックシートの作成と運用を開始しました。 

 

区分 

件数 
転倒・転落 服薬等 

その他身体に 

係る事故 
その他 合計 

事故件数 0 0 0 1 1 

 

(4) 年間報告 

 全 318件。うち、会議 136件、運営･講師等 51件、その他の普及啓発活動 96件、

研修受講 26件となっています。高齢者福祉サービス調査表作成は 11件でした。 

 

(5) その他  

国立看護大学校の実習生を 10名受け入れました。 
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Ⅳ 事務・管理 

 

1．事務室（総務） 

(1) 運営報告 

 時代の変化に柔軟に対応し、人材の確保と職員が働きやすい環境づくりを進めるこ

とで、法人・事業所の安定的な運営を支える取り組みを行いました。 

  

(2) 課題と対応 

① 働きやすい職場環境整備 

 法人のサービス特性や雇用環境に加え、中長期的な社会全体の課題や方向性を考慮

し、仕事と家庭の両立支援について検討を重ねました。 

本年度については、育児・介護休業法の改正に対応するとともに、現状に即した職

場環境の整備および制度設計を行うことができました。 

また、男性の育児休業については、事業主行動計画に数値目標を定め、積極的に取

り組んだ結果、2025 年度において目標を達成することができました。 

  

 

 

 

 

② 職員の採用と定着の促進による人材確保 

 求職者の価値観や求める職場環境が多様化している状況を受け、パンフレットや就

職イベントについて、介護の仕事の魅力ややりがいが適切に伝わる内容となるよう改

善を進めました。 

また、次年度の採用ホームページリニューアルに向けた準備を行い、求職者に対し

て分かりやすく情報を発信できるよう、引き続き改善を進めて参ります。 

あわせて、今後の人材確保に向けた課題の一つとして、外国人採用について情報収

集を行うとともに、想定される課題の整理を行いました。 

  

③ 「親子イベント」の開催 

 職員の子どもや地域の子どもたちを対象に「親子イベント」を開催し、高齢者の介

護や生活について知ってもらう取り組みを行いました。複数のプログラムを用意し理

解を促しましたが、対象年齢に対して内容がやや難しいことが課題として挙げられま

した。  

次年度に向けては、対象年齢や企画内容の見直しを行い、世代間交流を通して子ど

もたちが高齢者や介護の仕事に関心を持てる取り組みとなるよう検討していきます。 
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2．事務室（経理） 

(1) 運営報告 

  法人全体の収支状況を管理し、予算執行及び財産管理を適切に行い、良質なサービ

ス提供ができるように努めました。 

  

(2) 課題と対応 

① 物価高騰・価格高騰対策 

 値上げ予定の商品については、値上げ前に一括購入することで、購入価格をおさえ

ることができました。 

② 経費削減への取り組み 

 消耗品等の商品見直しを行うことで、現在の購入価格より下がり、経費削減となり

ました。 

③ 予算と実績の管理 

  各施設、事業所の運営に支障がでないように、事業計画に沿った予算を作成しまし

た。 

また、予算の執行状況及び実績を確認し、経営課題を明確にすることができました。 
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3. 経営管理室 

(1) 運営報告 

  収入と支出のバランスを注視しながら、施設運営に必要な設備機器の更新を、優先

順位を踏まえ実施しました。金利の上昇に伴い、金利負担が過大となる「新たな割賦

やリース契約」は極力避け、積立金の取崩し等により必要な設備の更新を行い、効率

的な資金活用に努めました。 

 

(2) 課題と対応 

①  自家用電気設備の更新検討（受変電設備・PCB含有電気設備機器他） 

 2026年 4月より、「トップランナー制度」が改正されることとなりました。これに

伴い、変圧器のサイズが大きくなり、「既存のキュービクル」に収まらなくなるため、

「PCBの処分期限」も考慮し、制度改正前に、「変圧器」と「高圧進相コンデンサ」を

優先して更新しました（高圧受電設備全体の更新を迫られる事態を回避）。 

  

②  給湯設備更新に伴う助成金活用可否調査 

 老朽化した給湯設備の更新のため、「ゼロエミッション助成金」を、5月に申請し、

9 月に内示を受けることが出来ました（助成見込額 ８,３５３千円）。1 月に入札に

より業者選定を行い、3月には、東京都より「ばい煙条例に基づく申請」の許可がお

り、2026年 5月中旬頃（予定）の更新工事に向け、準備をしました。 

  

③  4F屋上庭園 漏水に伴う防水工事費用の調査 

 4F屋上庭園より、度々建物内に漏水する事態を受け、設計会社に助言を仰ぎ、大規

模改修工事を実施した業者に、漏水調査を依頼しました。複数回にわたる調査により

原因を特定し、3月に止水・復旧工事を終えました。長期的な観点から、設計会社に、

4階屋上庭園の防水改修工事についても基本設計を依頼し、対策を協議しました。 

  

④  LED照明更新（避難口誘導灯・本館及び別館照明器具 他） 

 LED照明に更新していない照明器具について、複数業者に見積合わせのうえ、年度

内に発注しました（2026年 3月）。メーカーの生産が需要に追い付かず、納期が発注

から半年以上かかる状況です（2026年度中の工事見込）。避難口誘導灯については、

費用が高額となるため、2026年度に更新の是非を検討することとしました。 

  

⑤  電気料金高騰に伴う高圧電気需給契約切替え検討 

 複数業者による見積比較を行い、高圧電気需給契約を、3月下旬に東京電力から四

国電力にきりかえました。市場変動リスクを考慮し、市場連動プランではなく、固定

プランを選び、東京電力より、年間１００万円程度電気代を削減見込です。 
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4．食事室 

(1) 運営報告 

  栄養バランスのとれた食事作りを心掛けるとともに、お食事から季節を感じていた

だけるよう、旬の食材を取り入れた献立作りに取り組みました。また、利用者お一人

おひとりの状態に合わせた食事を提供することで、健康の保持増進に努めました。 

 配食サービスにおいては、おいしく安全な昼食を定期的にお届けし、当該高齢者の

健康状態の把握及び安否確認を行うと共に、孤独感を緩和することで、住み慣れた 

場所で安心して暮らす事の出来る環境作りを支援しました。 

 

(2) 課題と対応 

 【施設】 

①  毎日の食事を楽しみにしていただく 

 季節ごとに行事食を取り入れ、食事から季節を感じていただけるよう取り組みまし

た。新メニューを取り入れる事で飽きのこない献立作成に努めました。   

  

②  多職種連携 

 他職種で連携・情報の共有を行い、利用者各々の喫食状況、咀嚼・嚥下力の変化に

合わせた食事の提供に多職種協働で取り組みました。 

  

③  リスクマネジメントの取り組み 

 利用者の安全な食生活を支え、職員が安心して働けるように、研修等による感染症 

対策、厨房内の機器点検や修繕、更新等の環境面の整備を行いました。 

  

④  安定した食事の提供 

 人員不足時にも安定した食事提供が行えるよう、作業効率の良い食品の導入、業務内 

容の見直しを行い、調理業務の効率化・均一化を図りました。また、完調品の 調査・ 

試食も行い、緊急時に導入できるよう準備を行いました。 

 

⑤  食材費高騰への取り組み 

 ホーム長・事務室長を交え毎月「食材会議」を実施いたしました。会議では食材の状 

態・値動き・納入業者・給食材料費等に関する情報の共有・検討を行い、給食運営の 

方針を決め、食材費高騰対策に取り組みました。 

 【配食サービス】 

①  安否確認について 

 配食サービスの大きな役割である安否確認を確実に行えるよう「利用者の変化への気

づき」「緊急時の対応」「連絡体制」「声掛け」「職業倫理」などについて研修を行い、
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利用者の変化を関係者に報告・早期対応につなげられるようにしました。 

 行間（入力しない） 

②  利用者状態・ニーズの把握 

 日々利用者の状態・ニーズの把握に努め、関係者と協議・確認の上、個々に合わせ

た食形態・代替・ニーズに合った献立の提供を行いました 

③  個人情報保護について 

 パソコン・配達員が所持する携帯・市へ送付するメールに、パスワードを設定する

事で、利用者等の個人情報の保護に取り組みました。 

 行間（入力しない） 

(3) 苦情・事故報告 

① 苦情の再発防止に対する取り組み 

  利用者の状況・ニーズの把握に努め、苦情の発生防止に取り組みました。 

 

区分 

件数 
利用者間 サービス提供 設備 その他 合計 

苦情件数 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

 

② 事故の再発防止に対する取り組み 

  過去に発生件数が多かった異物混入事故の対策を日々実施し、再発防止に取り組み

ました。定期的に調理員へ対策を指導することで、事故防止への意識を高めました。 

 

区分 

件数 
転倒・転落 服薬等 

その他身体に 

係る事故 
その他 合計 

事故件数 0 件 0 件 0 件 4 件 4 件 

 

(4) 年間報告 

  

年 月 内容 

2025 4 配達員研修（自転車安全講習・マナー・モラル・コンプライアンス） 

 6 感染症研修 

 11 感染症研修 

 

(5) 会食の実施 

  「閉じこもり防止」や「孤独感の緩和」を目的とした『会食』はコロナを期に見合

わせていましたが、今年度は久しぶりに実施することができました。普段お弁当では

提供できないメニューを召し上がって頂き大変好評でした。 
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Ⅴ 地域貢献 

 

(1) 活動内容  

 社会福祉法人の責務でもある地域貢献に積極的に取り組みました。 

  

① 片付け支援事業 

  高齢者の溜め込みと孤立、制度の狭間への取り組みです。片付け支援を通し、サー

ビスにつながる事で安全な生活環境を維持し、地域のネットワークの再構築を図る事

を目的としています。 

2025年度は 6件実施しました。支援を通して、介護保険サービスの利用や近隣の見

守り、支援者との関係性の構築につながりました。また、ごみを回収する資源循環推

進課と定期的に連携を図りました。 

  

② いきいきさんデー（毎年 10月、日曜日） 

 高齢者福祉の情報発信を軸に、地域との交流を図るお祭りイベントです。地域の学

校や団体による演奏も行っています。 

2025年度は「笑顔のバトン つなげていこう」をキャッチコピーに企画を進めまし

た。施設利用者によるコーラスや演奏、近隣の小学生のダンスや高校生の演奏、理美

容専門学校の学生によるネイルアート、地域団体のフラダンスやソーラン節披露、出

店、高齢者疑似体験等、施設見学会等のプログラムを実施。一般来場者は 126名と大

盛況でした。とても賑やかで地域とのつながりを実感出来るイベントとなりました。 

  

③ ぽぽたんカフェ（毎年 5月、土曜日） 

 職員がカフェスタッフとなり、カフェを通じて利用者と家族、地域の方へのおもて

なしをします。地域の学校や団体による演奏も行っております。 

2025年度より中庭でカフェを再開しています。施設利用者によるコーラス、チーム

オレンジの演奏、地域団体によるフラダンスの披露等のプログラムを実施。盛況でし

た。一般来場者 93 名、利用者 161名の参加となっています。 

 

④ 地域への取り組み（ひまわりの会、毎月第 3日曜日） 

 地域との関わりが少ない高齢者が、自信をもって主体的に参加できる場となってい

ます。 

押し花のしおり、うちわ、クリスマスのオーナメントの作成、近隣の小学校の卒業

祝いに花文字のメッセージを作成し贈呈しました。活動を通して地域との交流を図

り、メンバーの喜びにもつながっています。 
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⑤ 西東京市社会福祉法人連絡会との連携 

  「住みやすい安心して暮らせる地域」をスローガンとした上記連絡会の会員として 

事業に協力、フードドライブに参加しています。 

  

⑥ その他、地域との連携 

  近隣の小学校に出向き、高齢者疑似体験と車いす操作体験の授業を行いました。 

保谷第二小学校「あんぜんの日」に参加、防災に係る体験学習として、包帯処置や

車椅子介助の授業をしました。災害時、自他の命を救うためにできることを学ぶ機会

となりました。 

保谷第二小学校「花プロジェクト」の連携機関として、児童が育てた花を施設利用

者が受け取り育てると言った交流を図っております。 

市民祭りに出展、相談員が当法人の周知を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


